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版画家　河内成幸　作品　不二（三）　

作品説明　この作品は、作者が子どもの頃に見た
富士山をイメージして描かれています。右上の桜
は、大野貯水池の桜で、頂上付近のわずかな傾き
は、上野原から見た富士山の特徴を描いています。
実際、上野原からこのように見える場所はありませ
んが、もし富士山が山々に隠れていなかったらどう
見えるかという豊かな発想力で描かれた作品です。
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広
報

6月9日、八重山や棡原地区周辺で、第1回八重山
トレイルレースが行われました。全国から集まった
795人のランナーは、ロング（35.95km）とショ
ート（20.26km）のそれぞれのゴールを目指して
緑豊かな山道を走りました。

●第1回八重山トレイルレース
5月25日、旧甲東小学校跡地で、芝生植えが行われ

ました。これは、コミュニティ助成事業を活用した、公
共施設の跡地利用として旧甲東小学校跡地を整備するも
ので、当日は、甲東地区のみなさん約100名が参加し、
ひとつひとつ丁寧に芝生を植え、跡地を整備しました。

●旧甲東小学校跡地で芝生植え

6 月 1日、 島 田 中 学 校 体 育 館 で、 第 22 回
YOSAKOIソーラン祭り公開練習が行われました。公
開練習では、甲斐◇風林火山のメンバーが、日頃の練
習の成果を保護者や関係者に披露しました。なお、本
大会では、セミファイナルに進出し3位に輝きました。

●YOSAKOI ソーラン祭り公開練習
6月18日、市役所センタープラザで、青色防犯パ

トロール出発式が行われました。これは、市内の子ど
もなどを狙った犯罪を未然に防止する目的で市が行う
事業です。当日は、市職員に実施者証が交付され、公
用車に乗った市職員などが、市内を巡回しました。

●青色防犯パトロール出発式

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 25,755 人 （− 51）
男 ● 12,830 人 （− 19）
女 ● 12,925 人 （− 32）

世帯 ● 10,017 世帯（＋  1）
平成 25 年 6 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。

今月号の表紙　

わがまちから見た富士山
今月号の表紙は、富士山が世界文化遺産登録となったことを記念して、富士山

周辺の自治体が、『わがまちから見た富士山』をテーマに表紙を作成しようと共同
で企画したものです。広報うえのはらでは、市観光大使で版画家の河内成幸さん
の作品『不二（三）』を掲載しました。
この作品は、河内さんが子どもの頃に見た富士山をイメージして描かれていま

すが、この他に、『日本人はどう生きるべきか』という問いも込められています。
この問いには、何事も楽しみながら心に余裕を持った生き方ができる文化が、こ
れからの日本に必要だと考える河内さんの思いが詰まっています。（広報担当者0）

編集後記
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市
で
は
、市
西
部
地
域
に
お
け
る
中
央
自
動
車
道
の
利
便
性
の
向
上
、大
規
模
災
害
へ
の
対
応
、

高
次
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
の
短
縮
お
よ
び
観
光
振
興
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
談
合
坂

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
り
線
）
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
ス
マ
ー
ト
I
C
）
設
置

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
I
C
設
置
は
平
成
25
年
6
月
11
日
（
火
）、国
か
ら
連
結
許
可
を
取
得
し
た
こ
と
で
、

正
式
に
事
業
化
が
決
定
し
ま
し
た
。

サービスエリア進入路

談合坂サービスエリア（上り）

中央道（上り線）

中央道（下り線）
スマート IC 入口

スマート IC 出口

（市）談合坂サービスエリア線

至（市）大野犬目線

至（主）大月上野原線
犬目・安達野

至（主）大月上野原線
矢坪橋南端

※この平面図は、正確な位置の道路や施設
　を示したものでありません。
※（主）は、主要地方道（県道）の略です。

★ 概要図 ★

ス
マ
ー
ト
I
C

ス
マ
ー
ト
I
C
と
は
、
高

速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な

ど
を
利
用
し
て
乗
り
降
り
が
で

き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
で
、
E
T
C
（
自

動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
）
を

搭
載
し
た
車
両
の
み
が
利
用
可

能
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
こ

と
で
す
。

（
仮
称
）
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
計
画
概
要

◆
設
置
箇
所

　

上
野
原
市
大
野
地
内

　
（
談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
上
り
線
）
西
側
）

◆
連
結
道
路

　

市
道　

談
合
坂
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
線

◆
運
営
時
間

　

24
時
間

◆
対
応
車
種

　

E
T
C
車
載
器
を
搭
載
し
た

軽
自
動
車
お
よ
び
普
通
車

（
料
金
車
種
区
分
）

※
周
辺
道
路
に
幅
員
狭
小
区
間

等
が
あ
る
た
め
、
車
種
制
限

を
設
定
し
、
車
長
6
ｍ
以
下

と
し
て
い
ま
す
。

◆
形
式

　

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
促
進
協
議
会

談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
促
進
協
議
会（
任

意
協
議
会
）
は
、
ス
マ
ー
ト

I
C
設
置
の
促
進
お
よ
び
周
辺

対
策
等
に
よ
り
地
域
の
振
興
・

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
大
目
、
甲
東
、
大
鶴
地
区

の
市
議
会
議
員
、
区
長
会
長
、

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
15
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
で
は
、
平
成
23

年
10
月
31
日
か
ら
平
成
25
年
5

月
31
日
ま
で
の
間
、
4
回
の
会

議
が
行
わ
れ
、
地
域
の
振
興
策
・

活
性
化
策
等
の
検
討
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
分
析
、
検
証
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
2
月
16
日

に
は
、
ス
マ
ー
ト
I
C
設
置

の
促
進
活
動
と
し
て
、
国
へ
の

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
化
決
定

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
る

中
、
平
成
24
年
8
月
28
日
と
11

月
6
日
に
地
区
協
議
会
準
備
会

を
開
催
し
、
実
施
計
画
書
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
第
1
回
地
区
協
議

会
で
素
案
を
も
と
に
実
施
計
画

「（
仮
称
）
談
合
坂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」
事
業
化
決
定
　

「（仮称）談合坂スマートインターチェンジ」事業化決定

書
を
策
定
、
平
成
25
年
3
月
26

日
に
は
、
実
施
計
画
書
を
関
係

機
関
に
提
出
、
5
月
16
日
、
連

結
許
可
申
請
書
を
国
土
交
通
大

臣
宛
に
提
出
し
た
の
ち
、
6
月

11
日
に
連
結
許
可
を
取
得
し
、

事
業
化
が
決
定
し
ま
し
た
。

地
元
説
明
会
の
開
催

市
で
は
、
地
元
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
事
業
化
決
定

に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
や
事

業
計
画
、
今
後
の
事
業
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　　
●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
特
命

ス
マ
ー
ト
I
C
担
当
（
☎

62

−

3
1
2
3
）

（
上
下
線
と
も
出
入
り
可
）

◆
供
用
開
始
時
期

　

平
成
29
年
3
月
（
予
定
）

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
19
年
12
月
11
日
、
大
目
・

甲
東
・
大
鶴
地
区
か
ら
ス
マ
ー

ト
I
C
設
置
の
要
望
書
が
市

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
、
平

成
21
年
12
月
22
日
か
ら
平
成
24

年
6
月
26
日
に
か
け
て
計
4
回

の
勉
強
会
を
開
催
し
、
設
置
に

向
け
て
の
検
討
、
候
補
箇
所
の

選
定
・
必
要
性
・
接
続
位
置
・

規
格
構
造
等
の
検
討
、
整
備
効

果
・
レ
イ
ア
ウ
ト
案
の
検
討
・

審
議
、
広
域
的
検
討
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
4
月
か
ら

6
月
に
か
け
て
、
利
用
意
向
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地

域
住
民
の
利
用
意
向
を
確
認
し

ま
し
た
。

写真上）談合坂サービスエリア（上り）の全景

写真下）（仮称）談合坂スマートインターチェ

　　　　ンジ出入口予定地周辺

勉強会の様子

日程 場所
7月23日（火）大目出張所（大目地区）
7月26日（金）甲東出張所（甲東地区）

7月30日（火）JA クレイン大鶴支店（大鶴地区）

8月2日（金）
もみじホール会議室

（巌地区）※その他市内全地区に
お住まいの方も参加できます。

※大目、甲東、大鶴地区は、会場の制約から地
　元のみなさんのみを対象とします。

H25.7月号.indd   2-3 13/06/25   9:35



5      広報うえのはら　平成 25 年 7 月号　　　　　 広報うえのはら　No101    4

財
政
公
表

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
市
の
予
算
執
行
状

況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
毎
年

2
回（
7
月
・
12
月
）定
期
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
24
年
度
下
期
の

一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
病

院
事
業
会
計
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。な

お
、
市
の
会
計（
病
院
事
業

会
計
を
除
く
）で
は
、
平
成
24
年

度
出
納
整
理
期
間
（
平
成
25
年
4

月
1
日
〜
5
月
31
日
）が
含
ま
れ

て
い
な
い
た
め
、
今
回
公
表
す
る

額
は
決
算
額
と
は
異
な
り
、
収
入

率
、
支
出
率
、
市
債
残
高
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度

下
期
の
財
政
公
表

市税
3,047,552 千円

国庫支出金
649,473 千円
県支出金
281,437 千円

地方交付税
3,781,059 千円

各種交付金
429,156 千円
地方贈与税
75,504 千円

繰越金
179,722 千円

市債
2,500 千円

財産収入・
寄附金・諸収入
138,429 千円

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
266,882 千円

議会費
149,448 千円

総務費
956,966 千円

民生費
1,785,104 千円

衛生費
1,375,825 千円

労働費
14,989 千円

農林水産業費
177,978 千円

商工費
116,793 千円

土木費
318,830 千円

消防費
499,481 千円

教育費
841,457 千円

公債費
1,861,052 千円

諸支出金
32,800 千円

特別会計　　　（平成25年3月31日現在　単位：千円・％）
会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 3,178,660 2,535,461 79.8 2,929,339 92.2
後期高齢者医療 487,942 192,222 39.4 458,177 93.9
介 護 保 険 2,030,021 1,600,190 78.8 1,736,883 85.6
介護サービス 7,967 7,411 93.0 7,309 91.7
公 共 下 水 道 671,800 192,984 28.7 604,594 90.0
簡 易 水 道 100,546 48,330 48.1 71,161 70.8
教育奨励資金 5,061 1,640 32.4 1,000 19.8
財 産 区 299,958 300,371 100.1 20,729 6.9
財産保護組合 2,987 2,987 100.0 10 0.3

計 6,784,942 4,881,596 71.9 5,829,202 85.9

住民負担の状況
（平成25年 3月 31日現在）

科目 収入済額
（千円）

１世帯あ
たり（円）

1 人あた
り（円）

市 民 税 1,346,981 134,564 52,116
固定資産税 1,504,551 150,305 58,212
軽自動車税 48,264 4,822 1,867
市たばこ税 147,723 14,758 5,716

計 3,047,519 304,447 117,911
※一世帯一人あたりの負担は、世帯数 10,010
世帯と住民基本台帳搭載人口 25,846 人をもと
に算出しています。
※入湯税は除く

◆予算の執行状況
　一般会計では、予算現額 107 億円 7471 万円に対して収入済額が 88 億
5171 万 4 千円、支出済額 81 億 3072 万 3 千円となっています。

一般会計（歳入）
予算現額　10,774,710 千円
収入済額　  8,851,714 千円
収入率　　　　　　  82.2％

一般会計（歳出）
予算現額　10,774,710 千円
支出済額　  8,130,723 千円
支出率　　　　　　　75.5％

◆市の地方債の状況
　地方債は、公共施設の整備などのために金融機関や国などから借入れる、
いわゆる『市の借金』です。一般会計とその他の会計を合せた地方債の総
額は、平成 25 年 3 月 31 日現在で 187 億 1276 万 7 千円となります。

衛生債
99,475 千円
農林水産業債
186,199 千円

消防債
38,718 千円
教育債
724,551 千円
災害復旧事業債
43,147 千円

臨時財政特例債
7,195 千円
減税補てん債
406,303 千円

臨時税収補てん債
59,693 千円

総務債
2,794,512 千円合併特例事業債

2,947,852 千円

臨時財政対策債
3,614,283 千円

土木債
1,786,118 千円

一般会計地方債目的別現在高
（平成25年 3月 31日現在　単位：千円）

区分 現在高

1 普通債
　（１）総務債
　（２）民生債
　（３）衛生債
　（４）農林水産業債
　（５）商工債
　（６）土木債
　（７）消防債
　（８）教育債

5,629,573
2,794,512

0
99,475

186,199
0

1,786,118
38,718

724,551

2 災害復旧事業債
　（１）災害復旧事業債

43,147
43,147

3 その他
　（１）臨時財政特例債
　（２）減税補てん債
　（３）臨時税収補てん債
　（４）臨時財政対策債
　（５）合併特例事業債

7,035,326
7,195

406,303
59,693

3,614,283
2,947,852

計 12,708,046

その他会計地方債現在高
（平成25年 3月 31日現在　単位：千円）

区分 現在高
簡 易 水 道 事 業 債 48,208
下 水 道 事 業 債 4,593,199
病 院 事 業 債 1,363,314

計 6,004,721

病院事業会計
（平成25年 3月 31日現在　単位：千円）

区分 収入 支出 収支

収益的収支 321,022 839,137 △ 518,115

資本的収支 2,424,391 2,537,229 △ 112,838
※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 112,838 千円は、
消費税および地方消費税資本的収支調整額ならびに過年度分損益
勘定留保資金で補てんしています。

　病院事業会計の収支は、旧病院取壊しにともなう資産
の減少により、総収益が 3 億 2102 万 2 千円、総費用
が 8 億 3913 万 7 千円となり、5 億 1811 万 5 千円の
損失となりました。

なお、平成 24 年度の入院患者は、延べ 1 万 6671 人（1
日平均 46 人）で、前年度比は 2402 人の減少となりま
した。また、外来患者は、延べ 8 万 0034 人（1 日平均
273 人）で、前年比 462 人の増加となりました。

市有財産の状況
（平成25年 3月 31日現在　単位：㎡）

区分 土地 建物

行 政 財 産 562,253 115,807

普 通 財 産 248,535 907

土地開発基金 214,912 0

計 1,025,700 116,714
　
　行政財産とは、普通地方公共団体において公用ま
たは公共用に使われる財産です。普通財産とは、行
政財産を土地開発基金以外のいっさいの公有財産で
す。土地開発基金とは、公用または公共用に使うの
に必要な土地を購入するための基金です。
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国民年金保険料を免除・猶予する制度
国民年金は、日本国内にお住まいの、20 歳以上 60 歳未満のすべての方が加入する制

度です。保険料の納付を続けることで、老後の生活保障である老齢基礎年金だけでなく、
万が一のときに障害基礎年金や、遺族基礎年金が受け取れる制度です。経済的な理由等
で保険料を納付することが困難な場合は、申請により保険料の納付を免除・猶予する制度
があります。

保
険
料
免
除
制
度

■
平
成
25
年
度
分
（
平
成
25
年
7
月
分

か
ら
平
成
26
年
6
月
分
ま
で
）の
免
除

等
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
平
成
24
年
度
分
（
平
成
24
年
7
月
分
か

ら
平
成
25
年
6
月
分
ま
で
）の
申
請
は
、

平
成
25
年
7
月
末
ま
で
受
付
し
て
い

ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
4
段
階
の
基
準
額
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
将
来
受
取
る
年
金
額
は
免
除

の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

●
4
分
の
3
免
除
（
納
付
額
3
7
6
0
円
）

●
半
額
免
除
（
納
付
額
7
5
2
0
円
）

●
4
分
の
1
免
除
（
納
付
額
1
万
1
2
8
0

円
）

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料

を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
、
未
納
と

同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

■
免
除
判
定
基
準

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が

所
得
基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
世
帯
主
の
所
得
の

多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

通
常
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

方
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
方
の
な
か
で
、
今
年
度
ま
た
は

前
年
度
に
退
職
し
た
方
は
、
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
等
の
公
的
機
関

等
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方

の
所
得
は
、
審
査
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

《
追
納
制
度
》

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
期

間
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
10
年
以
内
（
平
成
25
年

4
月
分
は
平
成
35
年
4
月
末
ま
で
）
で
あ

れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

し
た
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す（
下
表
参
照
）。

《
申
請
手
続
き
》

市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

印
鑑
・
年
金
手
帳

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
大
月
年
金

事
務
所
（
☎
22—

3
8
1
1
）、
市
民
課
国

保
年
金
担
当
☎
62—

3
1
1
2
）

上
野
原
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都

市
計
画
法
第
18
条
の
2
に
規
定
さ
れ
て
い

る
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本

方
針
」
と
し
て
定
め
る
も
の
で
、
市
を
暮

ら
し
や
す
く
元
気
な
ま
ち
に
し
て
い
く
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
効
率
的
、
効
果
的
な
方
法
を
示
す
も

の
で
す
。

上
野
原
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

は
、
今
後
、
平
成
27
年
上
半
期
を
目
標
に

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
策
定
委
員
に
は
、
市
か
ら
次
の

有
識
者
や
市
民
、
行
政
職
員
な
ど
20
名
が

委
嘱
・
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
長
に
は
、
上
野
原
地
区
に

お
住
ま
い
の
飯
島
勤
さ
ん
、
副
委
員
長
に

は
、
巌
地
区
に
お
住
ま
い
の
保
坂
正
英
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ご
意
見
や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
策

定
委
員
ま
た
は
、
都
市
計
画
課
計
画
担
当

ま
で
気
軽
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計
画
担
当

（
☎
62—

3
1
9
1
）

市
で
は
、
都
市
計
画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め
、
上
野
原
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
合
併
後
初
め
て

の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

◆上野原市都市計画マスタープラン策定委員　（平成 25 年 4 月 1 日現在）
番号 役職 氏名 要件 番号 役職 氏名 要件
１ 委 員 長 飯 島　 勤 識見を有する者 １１ 委 員 佐 藤　 稔 市民代表
２ 副委員長 保 坂 正 英 識見を有する者 １２ 委 員 原 島 和 平 市民代表
３ 委 員 足 立 一 男 識見を有する者 １３ 委 員 植 松 弘 子 市民代表
４ 委 員 田 島 征 夫 識見を有する者 １４ 委 員 笠 原 マ サ 子 市民代表
５ 委 員 石 塚 淑 子 識見を有する者 １５ 委 員 岡 田 錦 三 市民代表
６ 委 員 佐 藤 眞 也 識見を有する者 １６ 委 員 山 﨑 範 夫 上野原市副市長
７ 委 員 長 田 喜 巳 夫 上野原市議会議員 １７ 委 員 酒 井 信 俊 上野原市教育長
８ 委 員 内 田 稔 邦 富士・東部建設事務所長 １８ 委 員 水 越　 章 上野原市総務部長
９ 委 員 宮 田 憲 次 市民代表 １９ 委 員 和 田 正 樹 上野原市福祉保健部長

１０ 委 員 中 村 勇 男 市民代表 ２０ 委 員 加 藤 孝 行 上野原市建設経済部長

写真上）市役所から見た市街地
写真下）策定委員会の様子

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成 25 年度に追納する場合の額
年度 全額免除 4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

平成 15 年度の月分 14,860 円 ー 7,430 円 ー
平成 16 年度の月分 14,640 円 ー 7,320 円 ー
平成 17 年度の月分 14,690 円 − 7,350 円 ー
平成 18 年度の月分 14,750 円 11,050 円 7,370 円 3,680 円
平成 19 年度の月分 14,780 円 11,080 円 7,390 円 3,690 円
平成 20 年度の月分 14,890 円 11,170 円 7,440 円 3,720 円
平成 21 年度の月分 14,970 円 11,220 円 7,480 円 3,740 円
平成 22 年度の月分 15,240 円 11,420 円 7,620 円 3,800 円

※平成 22 年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。
※平成 23 年度および平成 24 年度の追納額には加算がつきません。
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
さ
く
ら
色
）の
有
効
期
限
は
、
平

成
25
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
7
月
下

旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
薄
緑
青
色
）を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
8
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま

す
。

※
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
職
権
で
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が

145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

　

8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど

し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
☎
62—

3
1
1
2
）

7
月
1
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

12
日
に
発
送
し
ま
す
。

7
月
2
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」（
特
別
徴
収
）
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

納
付
書
・
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

《
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
し
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
点
》

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
、
口
座

振
替
に
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除

は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
額
や

住
民
税
額
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
保
険
料
の
軽
減
措
置
》

平
成
25
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
8.5
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

◆
均
等
割
が
９
割
軽
減

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

◆
所
得
割
が
5
割
軽
減

①
年
金
収
入
が

153
万
円
以
上

211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

　
　
　
　
　

完
納
し
て
い
な
い
方
は
？
》

　

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
課
税
担
当（
☎
62—

3
1
1
3
）

②
保
険
料
に
関
す
る
こ
と

26 7 31

▲ 8 月 1 日以降から薄緑青色
になる後期高齢者医療被保険
者証（見本）

・
耐
震
改
修
の
設
計
に
要
す
る
経
費
の
3
分

の
2
以
内
で
20
万
円
ま
で
補
助

●
耐
震
改
修
補
助
事
業

・
住
宅
の
耐
震
改
修
に
要
す
る
経
費
の
2
分

の
1
以
内
で
60
万
円
ま
で
（
高
齢
者
等
世

帯
は
経
費
の
3
分
の
2
以
内
で
80
万
円
ま

で
）
補
助

●
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
事
業

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
（
居
間
な
ど
の
1

室
を
耐
震
化
す
る
工
事
）
に
要
す
る
経
費

の
2
分
の
1
以
内
で
18
万
円
ま
で
（
高
齢

者
等
世
帯
は
経
費
の
3
分
の
2
以
内
で

24
万
円
ま
で
）
補
助

●
申
込
方
法　

事
前
に
計
画
段
階
で
都
市
計

画
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　（
補
助
事
業
）

●
補
助
対
象　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
住
宅
お
よ
び
工
事

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
居
住
し

て
い
る
こ
と

・
居
住
部
分
に
対
す
る
必
須
工
事
を
一
箇
所

以
上
含
む
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・
市
内
の
事
業
者
（
法
人
お
よ
び
個
人
）
が

施
工
す
る
工
事

・
総
工
事
費
が
30
万
円
以
上
の
工
事

・
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
工
事

・
市
税
等
未
納
の
無
い
方
が
所
有
す
る
住
宅

※
1
所
有
者
1
棟
ま
で
が
対
象
（
昨
年
補
助

を
受
け
た
住
宅
は
対
象
外
）

※
住
宅
の
新
築
、
増
築
、
外
構
工
事
等
は
対

象
外

●
必
須
工
事

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
工
事

・
高
齢
者
等
対
応
設
備
設
置
工
事

・
断
熱
構
造
化
工
事

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
設
備
設
置
工
事

・
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
工
事

・
耐
震
改
修
工
事

・
耐
久
性
向
上
工
事

※
必
須
工
事
は
1
箇
所
で
も
実
施
す
れ
ば
、

他
の
工
事
費
も
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

※
必
須
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
時

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額　

工
事
費
の
10
分
の
1
で
、
上

限
10
万
円
ま
で
の
額

●
申
込
期
間　

7
月
1
日
（
月
）
～
9
月
30

日
（
月
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
、
先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
都
市
計
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
都
市
計
画
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
注
意
事
項

交
付
決
定
を
受
け
る
前
に
実
施
し
た
工
事

は
対
象
外
で
す
の
で
、
必
ず
工
事
の
着
工
前

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計
画
担
当

（
☎
62—

3
1
9
1
）

①
わ
が
家
の
耐
震
診
断

　（
無
料
診
断
）

●
対
象
住
宅　

次
の
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
住
宅

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
、
居
住

し
て
い
る
こ
と（
1
所
有
者
に
つ
き
1
棟

が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
、
木
造
従
来

工
法（
伝
統
工
法
等
）で
建
築
さ
れ
た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
㎡
以
下

の
住
宅

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
、
住
宅
部
分
が
2
分

の
1
以
上
の
併
用
住
宅

・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸
建
住
宅

・
市
税
等
未
納
が
な
い
方
が
所
有
す
る
住
宅

●
診
断
費
用　

無
料
（
個
人
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
）

●
申
込
期
間　

7
月
1
日（
月
）〜
12
月
27
日

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
都
市
計
画
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
都
市
計
画
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

②
わ
が
家
の
耐
震
化

   （
補
助
事
業
）

●
対
象
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

●
耐
震
改
修
設
計
補
助
事
業

都市計画課からお知らせ

「住宅の耐震化」を進めよう
「住宅リフォーム補助事業」
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7
月
か
ら
日
曜
窓
口
を
開
庁
し
ま
す

市
で
は
、
７
月
か
ら
年
末
を
除
く

毎
月
最
終
の
日
曜
日
に
市
民
課
窓
口

の
休
日
開
庁
を
実
施
し
ま
す
。

休
日
開
庁
の
実
施
時
間
は
、
午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
間
で
す
。
実

施
日
お
よ
び
業
務
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。
休
日
開
庁
は
、
税
務
課

の
市
税
等
納
税
相
談
窓
口
と
あ
わ
せ

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
日
曜
窓
口
の
実
施
に
と
も

な
い
、
現
在
行
っ
て
い
る
毎
週
水
曜

日
午
後
５
時
15
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で
の
延
長
窓
口
業
務
は
、
７
月
中
の

実
施
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
窓
口
担
当

（
☎
62

−

3
1
1
2
）

第 28 回 国民文化祭・やまなし 2013
ボランティア・スタッフを募集します

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

市
で
は
、市
民
総
参
加
に
よ
る
「
お

も
て
な
し
の
心
」
で
国
民
文
化
祭
上

野
原
市
主
催
事
業
の
来
訪
者
を
温
か

く
お
迎
え
す
る
た
め
、
当
日
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

●
実
施
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
・
セ

ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
ほ
か

●
活
動
内
容　

・
受
付
案
内　
（
来
場
者
の
受
付
案

内
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
布
な
ど
）

・
会
場
整
理　
（
会
場
内
お
よ
び
会
場

周
辺
の
案
内
誘
導
な
ど
）

●
応
募
資
格

・
市
内
在
住
で
、
平
成
9
年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

・
事
前
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方

※
高
校
生
が
応
募
す
る
場
合
は
、
保

護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

●
活
動
条
件

・
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
活
動
場
所
お
よ
び
事
前
研
修
場
所

ま
で
の
交
通
費
は
、
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
込
み

内
容
を
も
と
に
調
整
し
た
う
え
で

決
定
し
ま
す
。

※
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

9
月
27
日
（
金
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
次
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
、
持
参

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

  

特
命
国
民
文
化
祭
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

金婚式・ダイヤモンド婚式 市役所の組織を変更しました

市
で
は
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
効
率
的
な
組
織
運
営
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
7
月
1
日
か
ら

組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

◆
変
更
内
容

《
建
設
経
済
部
の
再
編
》

　
　
建
設
課
の
計
画
担
当
と
駅
周
辺

整
備
推
進
課
の
駅
周
辺
整
備
推
進

担
当
を
統
合
し
、
都
市
計
画
課
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
課
は
、

道
路
河
川
担
当
と
下
水
道
担
当
の

2
担
当
と
し
、
都
市
計
画
課
は
、

計
画
担
当
と
駅
周
辺
整
備
推
進
担

当
の
2
担
当
と
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
政
策
推
進

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

◆市役所ダイヤルイン番号表
課　　名 電話番号 課　　名 電話番号

代 表 62-3111 長 寿 健 康 課 62-4133
総 務 課 62-3117 ※保健センター 62-4134
企 画 課 62-3118 経 済 課 62-3119
秋 山 支 所 56-2111 建 設 課 62-3123
税 務 課 62-3113 都 市 計 画 課 62-3191
市 民 課 62-3112 会 計 課 62-3116
生活環境課 62-3114 議 会 事 務 局 62-3344
※クリーンセンター 63-5353 学 校 教 育 課 62-3408
福 祉 課 62-3115 社 会 教 育 課 62-3409

市民課日曜窓口を実施します

◆日曜窓口業務内容
所管課 実施業務 備考

市民課

戸籍全部事項・個人事項証明書（謄・抄本）の交付
除籍、改製原戸籍謄・抄本の交付
戸籍記載事項証明書の交付
戸籍附票全部事項・個人事項証明（謄・抄本）の交付
身分証明書の交付
戸籍届出受理証明書の交付 戸籍記載済のものに限る
住民票の写しの交付 広域交付を除く
住民票記載事項証明書の交付
住民票コード通知票の再交付
印鑑登録および証明書の交付
不在住・不在籍証明書の交付
住居（住所）表示の変更証明書の交付（住居表示実施または町村合併による）

税務課

所得証明書の交付（一般用、児童手当用） 申告をともなうものを除く
課税（非課税）証明書の交付 申告をともなうものを除く
納税証明書の交付（市県民税、固定資産税、国民健康保険税、法人市民税
または軽自動車税（車検用））

納税をともなうものまたは納入の確
認処理が済んでいないものを除く

市税等納税相談窓口

市
で
は
、
毎
年
各
地
区
敬
老
会
の

席
上
で
、
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
式
の
対
象
者
に
、
褒
状
・
記
念
品

の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
平
成
25
年
度
対
象
者
》

●
金
婚
式　

昭
和
38
年
中
に
婚
姻
届

を
提
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　

昭
和
28
年

中
に
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
ご

夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
金
婚
式　

昭
和
39
年
中
に
第
1
子

が
誕
生
し
て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　

昭
和
29
年

中
に
第
1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
は
、1
月
1
日
現
在
で
当

市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
3
）　　
　

◆国民文化祭上野原市主催事業
実施日 事業名 内容

10 月 27 日（日）
じょいそーらんフェス
ティバル

よさこい踊りの競演、おもてなし
コーナー（飲食店、物産店）など

11 月 ９ 日（ 土 ）、

１０日（日）
長寿食文化の祭典

健康・長寿食の講演会、郷土芸能
の披露、おもてなしコーナー（長
寿食、郷土食店、物産店）など

昨年の金婚式・ダイヤモンド
婚式の様子

◆日曜窓口開庁日
開庁日

平成 25 年
7月28日、8月25日、9月29日
10 月27日、11月24日、
12月22日

平成 26 年 1月26日、2月23日、3月30日
開庁時間：午前９時〜正午
※開庁時間は、変更になる場合があります。また、
　特別な事情により開庁日を変更する場合があり
　ます。
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う
え
の
は
ら

健
康
家
族

う
え
の
は
ら

健
康
家
族

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

わ
が
家
の
主
役

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

も
し
も
し
こ
ち
ら

市
長
室
！

上野原市長　江口英雄

The Face O
f

U
enohara

T
he Face O

f
U

enohara

わ
が
家
の
主
役

6
月
9
日
（
日
）、
第
1
回
八

重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
北
は
、
北
海
道
、
南
は

九
州
か
ら
7
9
5
名
の
ラ
ン
ナ

ー
が
晴
天
の
中
、
八
重
山
や
棡
原

地
区
周
辺
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

大
会
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、

大
会
関
係
者
が
昨
年
の
プ
レ
大
会

か
ら
一
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

を
乗
り
越
え
、
準
備
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
苦
労
に
対
し
て
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
2
0
0
人

を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
協
力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
無

事
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
も
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
し
ま
し
た

が
、
レ
ー
ス
中
、
走
る
こ
と
が
危

険
と
判
断
し
た
3
人
を
ド
ク
タ

ー
ス
ト
ッ
プ
し
た
ほ
か
、
足
首
の

捻
挫
や
下
肢
の
け
い
れ
ん
、
手
足

の
擦
過
傷
な
ど
20
人
以
上
の
方
を

診
る
な
ど
大
忙
し
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
愛
知
県
か
ら
参
加

し
た
女
性
教
師
が
「
こ
の
素
晴
ら

し
い
大
自
然
の
中
を
駆
け
抜
け
る

こ
と
は
、
平
坦
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
上
を
走
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
比

較
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
彼

女
は
自
然
の
里
で
リ
タ
イ
ア
し
ま

し
た
が
、
来
年
も
必
ず
参
加
す
る

と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
大

会
を
、
次
回
も
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時　

7
月
30
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法　

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所　

市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

企
画

課
政
策
推
進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8　

F
A
X
62

−

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
第
1
回
八
重
山
ト
レ
イ
ル

レ
ー
ス
」
を
振
り
返
っ
て

新
巌
保
育
所
起
工
式

《
要
望
》

先
日
、
大
野
貯
水
池
の
周
囲
を

歩
き
ま
し
た
が
、
池
周
辺
の
道
に

入
っ
た
と
こ
ろ
、
途
中
で
行
き
止

ま
り
で
し
た
。
登
山
道
の
入
口
に

は
案
内
板
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

野
鳥
の
観
察
小
屋
と
野
鳥
の
名
前

が
分
か
る
表
示
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
回
答
》

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
野
貯
水
池
の
登
山
道
内
の
道

標
に
つ
い
て
は
発
注
済
で
、
近
々

設
置
の
予
定
で
す
が
、
ご
指
摘
の

登
山
道
入
口
と
東
京
電
力
の
巡
視

路
の
分
か
れ
道
と
な
る
場
所
に
つ

い
て
も
、
土
地
の
所
有
者
と
協
議

の
う
え
案
内
板
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。
登
山
道
内
の
既
設
看
板
に

つ
い
て
も
、
距
離
表
示
を
す
る
等

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

野
鳥
の
名
前
の
分
か
る
表
示
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
帝
京
科
学
大

6
月
18
日
（
火
）、
市
役
所
庁

議
室
で
、「
災
害
時
要
援
護
者
の

福
祉
避
難
所
へ
の
受
入
れ
に
関
す

る
協
定
書
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
定
は
、
市
が
災
害
時
に

一
般
の
避
難
所
で
の
生
活
に
お
い

て
特
別
な
配
慮
が
必
要
と
な
る
要

援
護
者
の
受
入
れ
を
施
設
に
お
願

い
す
る
も
の
で
、
社
会
福
祉
法
人

に
ん
じ
ん
の
会
と
社
会
福
祉
法
人

若
鮎
会
が
市
と
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。

江
口
市
長
は
、「
政
策

の
柱
の
一
つ
と
し
て
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
職

登
山
道
入
り
口
の
案
内
板

に
つ
い
て

学
の
学
生
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
生
息
す
る
鳥
の
種
類
を
調
査
・

確
認
作
業
中
で
す
が
、
ま
と
ま
り

次
第
、
設
置
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

観
察
小
屋
に
つ
い
て
は
、
施
設

管
理
者
の
東
京
電
力
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
所
存

で
す
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら
も
防

災
対
策
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

6
月
17
日
（
月
）、
新
巌
保
育

所
建
設
予
定
地
（
旧
四
方
津
小
学

校
）
で
新
巌
保
育
所
建
設
起
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
関
係
者
や
地
域
の
み

な
さ
ん
が
出
席
す
る
な
か
、
江
口

市
長
が
「
来
年
4
月
の
開
園
に
向

け
、
着
実
に
工
事
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
今
後

の
新
巌
保
育
所
建
設
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

▲大野貯水池周辺

「
災
害
時
要
援
護
者
の
福
祉

避
難
所
へ
の
受
入
れ
に
関

す
る
協
定
書
」
調
印
式

①②は、協定書調印式の様子

③は、起工式で挨拶をする江口市長

『もしもしこちら市長室！！』〜市長と市民のホットライン〜

らちこ
しもし

も 市長室！！市長室！！
Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市
民
の
み
な
さ
ん
と

　
　
　
　

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

ある日の市長

市
長
の
ち
ょ
っ
と

ひ
と
言

№ 40

市
長
へ
の
手
紙

①

②

③
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開催の様子（4 月 24 日開催）

　市民のみなさんと市長とのふれ愛トークでは、こ
れまでさまざまな提案が参加者から寄せられていま
す。また、みなさんが住む上野原市をより住みやす
いまちにするため、参加者と市長の間で活発な意見
交換がされています。
　みなさんの建設的な提案や意見をお待ちしていま
すので、気軽にお問い合わせください。

H25.7月号.indd   12-13 13/06/25   9:35
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●日　時　7 月3日（水）、10日（水）、17日（水）、24日（水）、
　　　　　 31日（水）、8 月7日( 水 )　午前 9 時 〜 正午
●場　所　もみじホール 2 階会議室 2
※子育てプレイルームとは、就学前のお子さんとその保

護者を対象に、親子で安心して遊べる場所、保護者の
情報交換の場所を提供する市の事業です。

※初めて利用される方は事前にお申し込みください。
●問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎ 62−3115）

子育てプレイルーム

風
し
ん
等
の
予
防
接
種

7
月
1
日
（
月
）
～
平
成
26

年
3
月
31
日
（
月
）

※
６
月
ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ

た
方
へ
の
助
成
（
払
い
戻
し
）

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
助
成
金
額　

５
千
円
を
上
限

に
助
成

●
接
種
ワ
ク
チ
ン
と
接
種
回
数

「
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
」

ま
た
は
「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
」
を
１
回
接
種

●
接
種
場
所　

市
内
等
の
指
定

（
委
託
）
医
療
機
関

●
実
施
方
法

①
保
健
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て

あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、
市

指
定
の
予
診
票
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。
男
性
の
場
合
、

妊
娠
し
て
い
る
配
偶
者
の
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

②
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を

し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

『たまひよママのお茶会』開催
コモア　代表者　森本（☎ 66-4308）
◎日時　7月10日（水）、9月6日（金）　午前10時〜正午
◎場所　コモア内、一丁目集会所　
棡　原　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
◎日時　7月12日（金）　午前10時〜正午
◎場所　棡原保育所
島　田　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
◎日時　7 月 26 日（金）、8 月 23 日（金）午前 10 時〜正午
◎場所　島田コミュニティセンター
※詳しくは、代表者にお問い合わせください。

③
接
種
後
、
接
種
料
金
か
ら

5
千
円
を
差
し
引
い
た
金
額
を

お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

●
指
定
医
療
機
関　

●
注
意
事
項

①
妊
娠
し
て
い
る
女
性
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
。
女
性
が
接
種
す
る

場
合
は
、
妊
娠
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
女
性
の
場
合
は
、
接
種
後
２
か

月
間
は
妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
保

健
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
4
）

市
で
は
、『
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
』
の
発
生
を
予
防
す
る

た
め
、
７
月
１
日
か
ら
、
妊
娠

を
予
定
、
希
望
し
て
い
る
方
な

ど
を
対
象
に
、
風
し
ん
ま
た
は

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
者

上
野
原
市
の
住
民
で
、
接
種

時
に
19
歳
以
上
の
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
女
性

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者
※
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

く
、
ま
た
、
風
し
ん
（
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
M
R
・
M
M
R
）

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
方
に
限
り
ま
す
。

●
助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

指定医療機関一覧

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

秋 山 診 療 所 56-2014 鈴 木 医 院 63-1612
うえのクリニック 66-3690 西井クリニック 30-2201
上野原市立病院 62-5121 山下クリニック 62-6050
長田クリニック 63-6110 山本内科クリニック 63-3600
川 原 医 院 63-0153 武井クリニック 45-6811
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保健だより ●お問い合せ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

子育て情報館 伝言板

保健師からのメッセージ　№12
う
え
の
は
ら
　

健
康
家
族

Healthy Life

◎対 象 者 	 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 	 1,500 円
◎内 容 	 子宮頸部がん検診
◎医療機関 	 上野原市：上野原市立病院

	 大月市：武者医院、稚枝子おおつきク
	 リニック
	 都留市：磯部医院、都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は、保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 	 保健担当へ電話でお申し込みくださ
　　　　　　　い。
※市の集団検診と重複受診はできません。

◎対 象 者 	 市内に住民登録があり平成 26 年 4 月  
                       1 日までに 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・  
                       60 歳・65 歳以上になる方
◎検 診 料 	 800 円
◎医療機関 　 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み	  保健担当へ電話でお申し込みください。

◎対 象 者 　 市内に住民登録があり平成 26 年 4 月 
                       1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料 	 700 円
◎内 容 	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 	 7 月 16 日（火）、8 月 20 日（火）
※毎月第 3 火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関 	 上野原市立病院
◎申 込 み 	 直接、上野原市立病院へお申し込みく
　　　　　　　ださい（☎ 62-5121）。
◎受付時間 	 午後 1 時〜 5 時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

国では、子宮頸がん予防ワクチンの接種後、ワク
チンとの因果関係を否定できない持続的な痛み等が
特異的にみられたことから、平成 25 年 6 月 14 日
以降、積極的な接種勧奨を差し控えています。

なお、対象者のうち、接種を希望される方につい
ては、これまでどおり定期接種として接種できます
が、ワクチン接種の有効性および安全性について十
分理解してから接種してください。また、最新の情
報は、市ホームページなどでご確認ください。

◎日 時 	 毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
                       午前 9：00 〜 11：００
◎持 ち 物 	 印鑑
◎場 所 	 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等で都合のつかない方は、保健担当へお問い
　合わせください。

◎対 象 者 	 35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険
　　　　　　加入者
	   75 歳以上の後期高齢者医療制度の被  
	   保険者
◎持 ち 物 	 自己負担金 14,200 円（昼食代含む、　 
                    オプション検査は別途）
	   婦人科を受診される方は 16,400 円 
	   （子宮がん 1,500 円、乳がん 700 円）
◎申 込 み	   お早めに各実施機関に直接お申し込 
	   みください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち物など、
   詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日

★1日人間ドック

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎

上野原市立病院 62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★乳幼児健診（7/1〜 8/10の予定）

★子宮頸がん施設検診

★歯周疾患検診

★骨粗しょう症検診

実施日 該当児

4 か 月 児 7月9日（火）平成 25 年 2 月 1日〜 28 日生
8 月9日（金）平成 25 年 3 月 1日〜 31日生

9 か 月 児 7月9日（火）平成 24 年 9 月 1 日〜 30 日生
８月9日（金）平成 24 年 10 月 1 日〜 31 日生

1歳6か月児 8月7日（水）
平成 23 年 12 月 17 日〜
　　平成 24 年 1 月 31 日生

3 歳 児 7月29日（月）平成 22年 6月1日〜７月15 日生
２ 歳 児
健 診

７月18日
（木）

午前 平成23年4月1日〜5月15 日生
午後 平成23年5月16日〜6月30日生

幼 児
歯 科 検 診

７月18日
（木）

午前 平成 23 年 12 月 17 日〜
　　平成 24 年 3 月 15 日生

午後
平成 22 年 6 月 1 日〜
　　　　　　　8 月 31 日生

★子宮頸がん予防ワクチン
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農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
7
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　

7
月
10
日（
水
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

7
月
27
日（
土
）午
前
9

時
〜
正
午

●
場
所　

島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
期
限　

7
月
22
日（
月
）

●
費
用　

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当
（
☎

62

−

4
1
1
1
）

乳
が
ん
施
設
検
診
が
、
通
年
、

上
野
原
市
立
病
院
で
も
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
民
登
録
が

あ
り
検
診
日
に
40
歳
以
上
の
女

性
●
日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
2
方

向
検
査

●
自
己
負
担
金　

1
2
0
0
円

●
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に

来
所
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
後
、
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
乳
が
ん
施
設
検
診
受
診
票
」　

が
発
行
さ
れ
ま
す
。
上
野
原
市

立
病
院
に
受
診
日
の
予
約
後
、

受
診
票
を
持
参
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

※
子
宮
が
ん
施
設
検
診
も
、
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

長
寿

健
康
課
保
健
担
当
（
☎
62

−

4
1
3
4
）

市
で
は
、
猟
友
会
の
協
力
に
よ

り
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・

サ
ル
）
の
管
理
捕
獲
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
猟
犬
が
誤

っ
て
毒
餌
を
食
べ
、
猟
犬
が
有
害

鳥
獣
を
追
う
こ
と
が
で
き
ず
、
有

害
鳥
獣
の
捕
獲
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
山
や

畑
に
毒
餌
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う

に
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地

域
づ
く
り
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
試
験
種
類　

甲
種
・
乙
種

●
試
験
日　

8
月
24
日（
土
）

●
試
験
会
場　

山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
8
8
8
）

●
願
書
受
付
期
間　

《
書
面
申
請
》
7
月
16
日（
火
）
〜

23
日（
火
）（
土
・
日
除
く
）

《
電
子
申
請
》
7
月
13
日（
土
）
〜

20
日（
土
）

●
願
書
受
付
場
所　

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部

※
郵
送
可（
〒
4
0
0

−

0
0
2
6

甲
府
市
塩
部
2

−

2

−

15
湯
村

自
動
車
学
校
敷
地
内
）

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

://w
w

w
.sh

o
u

b
o

-
shiken.or.jp

●
問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
予

防
担
当（
☎
62

−

4
1
1
1
）

毎
年
7
月
1
日
〜
31
日
は
、『
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間
』
で
す
。
こ
れ
に
併
せ
て

市
で
は
、
第
9
回
「
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
市
民
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

《
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
目

指
し
て
」

●
日
時　

7
月
20
日（
土
）午
前
9

時
45
分
開
始（
受
付 

午
前
9
時

15
分
〜
）

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　

・
社
会
へ
の
提
言
（
中
学
生
、
高

校
生
）

・
記
念
講
演
「
い
じ
め
と
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
あ
り
方　

大
切

な
命
と
人
権
を
守
る
た
め
に
」

（
講
師　

オ
リ
ジ
ン
・
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン　

杉
井
保
之
先
生
）

●
問
い
合
わ
せ　　

社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

●
日
時　

9
月
11
日
（
水
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
相
談
内
容　

発
達
や
発
育
の
遅

れ
等
の
心
配
が
あ
る
お
子
さ
ん

に
対
す
る
家
庭
療
育
の
し
か

た
、
職
業
の
適
性
、
施
設
入
所

の
相
談
な
ど

●
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
完
全
予

約
制
）。

※
子
ど
も
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

場
合
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
専

門
家
に
よ
る
適
切
な
治
療
や
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
留
児
童
相
談

所
（
☎
45

−

7
8
3
7
）

●
日
時　

7
月
17
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

※
原
則
、
奇
数
月
の
第
3
水
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
場
所　

市
役
所
展
示
室
2

●
内
容　

地
域
で
生
活
す
る
障
害

者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
や
家

族
の
方
の
日
ご
ろ
の
悩
み
や
情

報
交
換
、
ま
た
、
福
祉
の
充
実
の

た
め
の
話
し
合
い
や
勉
強
会

●
問
い
合
わ
せ　

障
害
者
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
長
田
）（
☎

0
9
0

−

3
2
4
0

−

5
7
7
0
）

●
日
時　

8
月
9
日
（
金
）
午
後

1
時
～
4
時

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

離
婚
・
相
続
・
土

地
等
の
賃
貸
借
・
交
通
事
故
・

損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等
消
費
者

問
題
な
ど

※
相
談
さ
れ
る
際
は
、
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
定
員　

6
名
（
相
談
時
間
1
人

30
分
）

●
申
込
方
法　

予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

7
月
25
日
（
木
）

～
8
月
7
日（
水
）（
土
・
日
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当
（
☎

62

−

3
1
1
4
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

乳
が
ん
施
設
検
診
実
施
の

お
知
ら
せ

有
害
鳥
獣
捕
獲
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
消
防
設
備
士

試
験
の
受
験
案
内

第
9
回
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
市
民
大
会
」
開
催

心
身
障
害
児
巡
回
療
育
相
談

の
お
知
ら
せ

障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催
の
お
知
ら
せ

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

●
日
時　

7
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
（
小
雨
決
行
）

●
場
所　

深
城
ダ
ム
、
駐
車
場
周

辺
●
内
容
　
ダ
ム
見
学
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
乗
船
、
深
城
発
電
所
見

学
ツ
ア
ー
、
各
種
パ
ネ
ル
展
示
、

特
産
品
の
販
売
、
木
工
教
室

●
参
加
費　

無
料

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

深
城
ダ
ム
管
理

事
務
所
（
☎
24

−

7
0
6
2
）

森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い

開
催
の
お
知
ら
せ

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 11 日（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室
児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）

午前 8：30 〜午後 5：00
福祉課子育て支援担当

☎ 62-1199
母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）

午前 8：30 〜午後 5：00
福祉課子育て支援担当

☎ 62-3115
ふれあい福祉相談 毎週木曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
市勤労青少年ホーム

相談室☎ 63-3444
定 例 人 権 相 談 10 日・26 日

午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 B

市税収納・納税相談 28 日
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

行 政 相 談 所 16 日
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 18 日（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00 市役所 1 階会議室 B

結 婚 相 談 所 毎週日曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消 費 生 活 相 談 毎週火曜日
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

7 月の相談日

《今月の俳句・短歌・川柳》

夢ひとつ　
　　叶えて笑ふ　　　
　　　　　　初夏の風

　佐々木信一さん　（巌地区）

「今月の俳句・短歌・川柳」
を募集します。締切は毎月
10 日です。応募方法は、
郵送またはメールで、住所、
氏名、年齢、歌の解説を記
入してお申し込みくださ
い。詳しくは、企画課政策
推進担当へお問い合わせく
ださい。

17      広報うえのはら　平成 25 年 7 月号　　　　　 広報うえのはら　No101    16

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

志村工務店
1 級大工技能士　２級建築士　木造ハウジングコーディネーター

『地元、上野原で約50年、棟梁魂と匠の技に、
日本最大のビルダー集団・ジャーブネットの力
を結集してお客様の夢を形にします』

　　　新築・リフォームのご相談
　　　お気軽にお電話ください。
　　山梨県上野原市上野原4078-5
（☎0554-56-8537）（FAX0554–56-8057）　担当者：志村剛

市立病院

ウェルシア薬局
公正屋

上野原市役所

国道２０号

志村工務店

★有料広告募集中★
市ホームページや広
報うえのはらなどに
有料広告を掲載しま
せんか。掲載を希望
される方は、企画課
政策推進担当（☎
62-3118）までお問
い合わせください。
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防
衛
省
で
は
、
陸
・
海
・
空
自

衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
曹
候
補
生

《
受
付
期
間
》
8
月
1
日
（
木
）

〜
9
月
6
日
（
金
）

《
試
験
日
》
一
次
試
験
は
、
9
月

16
日
（
祝
）、
17
日
（
火
）
の

う
ち
１
日
、
2
次
試
験
は
、
10

月
5
日
（
土
）、
6
日
（
日
）

の
う
ち
１
日

《
試
験
資
格
》
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

■
自
衛
官
候
補
生

《
受
付
期
間
》
男
性
は
、
通
年
行

っ
て
い
ま
す
。
女
性
は
、
8
月

1
日
（
木
）
〜
9
月
6
日
（
金
）

《
試
験
日
》
大
学
生
、
一
般
社
会

人
は
、
9
月
7
日
（
土
）、
8
日

（
日
）
の
う
ち
１
日
、高
校
生
は
、

9
月
16
日
（
祝
）、
17
日
（
火
）

の
う
ち
１
日

※
身
体
検
査
、
面
接
が
9
月
28
日

（
土
）、
29
日
（
日
）
の
う
ち
１
日

《
試
験
資
格
》
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

■
航
空
学
生

《
受
付
期
間
》
8
月
1
日
（
木
）

〜
9
月
6
日
（
金
）

《
試
験
日
》
一
次
試
験
は
、
9
月

21
日
（
土
）、
2
次
試
験
は
、

10
月
12
日
（
土
）
〜
17
日
（
木
）、

3
次
試
験
は
、
11
月
9
日
（
土
）

〜
12
月
12
日
（
木
）

《
試
験
資
格
》
高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

■
防
衛
医
科
大
学
医
学
科
学
生

《
受
付
期
間
》
9
月
5
日
（
木
）

〜
30
日
（
月
）

《
試
験
日
》
一
次
試
験
は
、
11
月

2
日
（
土
）、
3
日
（
日
）、
2

次
試
験
は
、
12
月
18
日
（
水
）

〜
20
日
（
金
）

《
試
験
資
格
》
高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

■
防
衛
医
科
大
学
看
護
学
科
学
生

　（
自
衛
官
コ
ー
ス
）

《
受
付
期
間
》
9
月
5
日
（
木
）

〜
30
日
（
月
）

《
試
験
日
》
一
次
試
験
は
、
10
月

19
日
（
土
）、
2
次
試
験
は
、
11

月
30
日
（
土
）・
12
月
1
日
（
日
）

《
試
験
資
格
》
高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
者

▼
こ
の
他
に
も
、
防
衛
大
学
校
学

生
、
高
等
工
科
学
校
生
徒
、
貸

費
学
生
、
予
備
自
衛
官
補
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/yam

anashi/

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
大
月
地

域

事

務

所
（

☎

22

−

1
2
9
8
）

●
受
付
期
限　

平
成
26
年
3
月
28

日
（
金
）

●
保
険
期
間　

加
入
手
続
日
の
翌

日
の
午
前
０
時
〜
平
成
26
年
3

月
31
日　

午
後
12
時

●
加
入
・
手
続
方
法　

山
梨
中
央

銀
行
本
・
支
店
の
窓
口
で
掛
金

と
加
入
手
続
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
か
、
加
入
依
頼
書
の
最

終
ペ
ー
ジ
に
添
付
さ
れ
て
い
る

払
込
取
扱
票
を
郵
便
局
に
提
出

し
掛
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
加
入
で
き
る
団
体　

ス
ポ
ー
ツ

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

地
域
活
動
を
行
う
5
名
以
上
の

社
会
教
育
関
係
団
体

●
補
償
対
象　

加
入
手
続
き
を
行

っ
た
「
団
体
の
管
理
下
」
に
お

け
る
団
体
活
動
中
の
事
故
と
そ

の
団
体
が
指
定
す
る
集
合
・
解

散
場
所
と
被
保
険
者
宅
と
の
通

常
の
経
路
往
復
中
の
事
故

●
加
入
依
頼
書
設
置
場
所　

山
梨

中
央
銀
行
本
・
支
店
窓
口
、
市

体
育
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
内
）

▼
掛
金
、
補
償
額
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w

w
.sportsanzen.org

●
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
山
梨
県
支
部
（
☎

0
5
5

−

2
4
3

−

3
9
2
0
）、
市
体
育
協
会
事

務
局
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

●
日
時　

8
月
8
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所　

帝
京
科
学
大
学
上
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
棟

●
内
容　

①
歌
っ
て
踊
り
な
が

ら
、
英
語
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
む

②
英
語
で
書
か
れ
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
③
英
語
を
使
っ
た
ゲ

ー
ム

●
対
象　

小
学
3
・
4
年
生
20
名

※
保
護
者
の
自
家
用
車
な
ど
で
会

場
ま
で
送
迎
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
で
、
あ
ま
り
英
語
に
触
れ

た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
を
対
象

と
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
申
込
み

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

7
月
26
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

帝
京

科
学
大
学
上
野
原
キ
ャ
ン
パ
ス

管
理
係
（
☎
63

−

6
9
1
1
）

平
成
25
年
度
自
衛
官
等

募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
25
年
度
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
の
お
知
ら
せ

TEIKA English Day in 
Uenohara

●
日
時　

8
月
3
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
開
演

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容　

被
災
地
で
生
活
す
る
障

害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
に
迫

る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

●
費
用　

無
料

●
対
象
者　

関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
可
能

●
主
催　

N
P
O
法
人
わ
か
ば

（
上
野
原
福
祉
作
業
所
）

●
問
い
合
わ
せ　

N
P
O
法
人
わ

額
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
助
成
額
や
申
請
手
続
き
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
f.

ya
m

a
n

a
sh

i.jp
/ke

n
ko

-
zsn/57259396858.htm

l

●
問
い
合
わ
せ
　
富
士
・
東
部
保

健
福
祉
事
務
所
健
康
支
援
課 

（

☎
0
5
5
5

−

24

−

9
0
3
4
）

15
歳
か
ら
39
歳
で
、「
働
く
た

め
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」「
人

間
関
係
に
つ
ま
づ
き
、
働
く
自
信

が
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
悩
み
を

抱
え
て
い
る
方
や
ご
家
族
の
方
を

対
象
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

悩
み
の
相
談
や
課
題
の
整
理
な
ど

を
行
い
、
自
立
に
向
け
て
の
方
針

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

●
日
時　

平
日
の
火
〜
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
30
分

●
場
所　

ぐ
ん
な
い
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
富
士
吉
田

市
上
吉
田
2

−

5

−

1
）

●
問
い
合
わ
せ　

ぐ
ん
な
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

0
5
5
5

−

23

−

0
0
8
8
）

●
対
象
者　

小
学
生

《
流
れ
る
プ
ー
ル
》

●
日
時　

8
月
10
日
（
土
）、
17

日
（
土
）、
24
日
（
土
）
午
後

●
場
所　

室
内
プ
ー
ル
の
一
部

※
夏
休
み
期
間
中
は
、
室
内
プ
ー

ル
で
小
さ
め
の
浮
き
輪
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
市
民
プ
ー
ル
（
☎

63

−
6
0
7
0
）

県
で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）
を
行
っ

た
夫
婦
に
対
し
て
、
費
用
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

・
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と
・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
な
い
か
ま
た
は
極

め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ

れ
た
夫
婦

・
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が

7
3
0
万
円
未
満

●
申
請
期
間

・
申
請
は
治
療
が
終
了
し
た
年
度

内
（
３
月
31
日
ま
で
）

※
今
年
度
か
ら
国
の
制
度
改
正
に

よ
り
治
療
区
分
に
よ
っ
て
助
成

か
ば
（
上
野
原
福
祉
作
業
所
）

（
☎
63

−

4
7
2
5
）

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
次
の
日
程

で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
タ

イ
ム
ア
タ
ッ
ク
と
流
れ
る
プ
ー
ル

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

《
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

　
　
　
　
　
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
》

●
日
時　

7
月
20
日
（
土
）、
27
日

（
土
）、
8
月
3
日
（
土
）
午
後

●
場
所　

外
プ
ー
ル

「
逃
げ
遅
れ
る
人
々 

東
日
本

大
震
災
と
障
害
者
」
上
映
会

市
民
プ
ー
ル
か
ら

お
知
ら
せ

不
妊
に
悩
む
方
へ
の

特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業

ぐ
ん
な
い
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

空間放射線量等測定値報告　　　●問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

※市役所敷地内に放射線量を
測定するモニタリングポス
トを設置しています。測定
結果は、市ホームページで確
認することができますので
ご利用ください。

※空間放射線量を測定する測
定器の貸出を行っています。

この測定は、帝京科学大学が進める地域連携推進活動の一環として学生の協力を受けながら行っています。

◆主な市内の空間放射線量測定結果【6 月 14・15 日測定】（単位：μＳｖ／ｈ）
測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ 測定場所 1 ｍ

大 野 貯 水 池 0.029 島 田 小 学 校 0.048 諏 訪 神 社 0.047
甲 東 保 育 所 0.062 少 年 野 球 場 0.039 牛 倉 神 社 0.043
旧 巌 出 張 所 0.029 桂 川 球 場 0.044 棡 原 出 張 所 0.044
沢 松 幼 稚 園 0.048 上野原市役所 0.032 西 原 小 学 校 0.076
帝京科学大学 0.056 第 二 保 育 所 0.061 秋 山 保 育 所 0.042
コモアしおつ石の公園 0.032 上野原小学校 0.057 秋 山 小 学 校 0.045
大 鶴 出 張 所 0.050 上野原中学校 0.051

さあ！夏休み！水泳をはじめよう！！
夏休み短期水泳教室参加者募集中
● 登録料　1,050 円（会費は無料）
● 会　費　5,250 円（5 日間）
● 時　間　午後 0 時 15 分〜 1 時 20 分
※火曜日はお休みです。
※送迎バスがあります。詳しくは、お問い合わせください。

S − 1 / 7 月 22 日（月）〜 7 月 27 日（土）
S − 2 / 7 月 29 日（月）〜 8 月　3 日（土）
S − 3 / 8 月　5 日（月）〜 8 月 10 日（土）
　　　　　　　　　　　

上野原市民プール内
　　　　　　　　　　ふじスポーツクラブ
　　　　　　　　　　　　　（☎ 0554-63-6222）

2013 夏
新規入会受付中 !!

有料広告

◆ エアコン
　冷房の設定温度は、28℃以上を心がけよう。すだれなどで

まどからの日差しを和らげ、無理のない範囲でエアコンを
消し扇風機を使いましょう。

◆ 冷蔵庫
　設定は、「強」から「中」に変え、扉をあける時間を短くし、

食品を詰め込まないようにしましょう。
◆ 照明
　日中は、照明を消し、夜間もできるだけ照明を消しましょう。
◆ テレビ
　省エネモードに設定し、画面の照度を下げて、必要な時間以

外は消しましょう。
※高齢者や小さなお子さんがいるご家庭は、過度な節電による

熱中症などの危険性があります。エアコンなどは、体調管
理に十分注意して、無理のない範囲で節電を行いましょう。

●お問い合わせ　生活環境課生活環境担当（☎ 62-3114）

できるところから
　　　「節電」をはじめよう

H25.7月号.indd   18-19 13/06/25   9:35
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診察時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

清水

反頭
細川

反頭

岡本・村田
石井

小池

反頭・津久井
牛島・清水

村田

清水・津久井
金子

※ 1

岡本・村田
進藤

内科
常勤医師

神 経 内 科 午前 瀧山

小 児 科 午前 非常勤小児
科医師交替 杣津 中根 非常勤小児

科医交替 小林

小児心臓外科 午後 ※ 2

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂
山梨大非常
勤医師交替

長坂

外 科 午前 ※ 3 吉田 遠藤 宮部 宮部 宮部
胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 柴垣 川村 岡本
整 形 外 科 午前 笠井 松原 戸島 中島 須田
ペ イ ン 外 来 午後 ※ 4 長嶺

眼 科 午前 後藤 小倉 ※ 5 大野
（予約）

※6大野
（時間制限）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 田中 五十嵐
泌 尿 器 科 午前 / 午後 塩澤 豊永
婦 人 科 午前 / 午後 中島
西 原 診 療 所 午後 ※ 7

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

上條 古屋 上條
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

《上野原市立病院　7 月の外来診療のご案内》●問い合わせ市立病院（☎ 62 − 5121）

★婦人科外来を始めています。毎週火曜日の午前と午後の診察となります。
★ペイン外来は、木曜日の午前から火曜日午後の診察に変更しています。
★禁煙外来を始めました。診療日は、火・金曜日の午後 2 時〜 3 時です。禁煙外来は、完全予約制です。平日午後 1 時〜

4 時の間に電話で予約してください。
●受付時間は、午前 8 時から 11 時 30 分までです。午後の診察がある場合は、午後 2 時から 4 時までです。
●土曜日は内科の診察（常勤内科医が週交替で診察）を午前中に行います。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、詳しくはお問い合わせください。
　※ 1　原則、第 1、第 3 週は石金医師、第 2，第 4 週は、的野医師が診察を行います。
　※ 2　小児心臓外来は、第１木曜日のみ診察を行います。
　※ 3　外科の月曜日の吉田医師は、完全予約制です。
　※ 4　ペイン外来の火曜日の長嶺医師は、完全予約制です。ただし、新規患者さんの受付は、都合により当面行いません。
　※ 5　眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制です。
　※ 6　眼科の金曜日の大野医師は、午前 10 時 00 分までに受付した患者様の診察となります。
　※ 7　西原診療所は第 1・3 週のみ診察を行います。
●診察予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります（表は 6 月 19 日現在の予定です）。

有料広告

上野原市・大月市在住の方は
身分証明書の提示により、300円
の村民料金でご入浴いただけます。

（通常 3 時間 600 円）レンタルタオル等は、別料金です。
●営業時間　午前 10 時〜午後 7 時（受付は 6 時まで）
●定休日　4 月〜 11 月 第 4 金曜日、12 月〜 3 月 毎週金曜日
●問い合わせ　小菅の湯（☎ 0428-87-0888）（住所　小菅村 3445）

多摩源流

小菅の湯

レスリングフリースタイルで奮闘 !!

インターハイ出場決定 !!
　インターハイ県予選が 5 月 9 日（木）、山梨県小瀬体育館で行われ、上
野原市出身で韮崎工業高校２年の和智輝さんが、フリースタイル 84kg 級
の部で優勝を果たしました。和智さんは、８月に長崎県島原市で行われる
インターハイの出場権を獲得しました。　　
　なお、6 月 1 日（土）・2 日（日）、群馬県館林市城沼総合体育館で行わ
れた第 59 回関東高等学校レスリング大会グレコローマンスタイル 84kg
級でもみごと準優勝を果たしました。おめでとうございます。

第15回山梨県中学校空手道選手権大会

上野原中学校がアベック優勝 !!
　第 15 回山梨県中学校空手道選手権大会が 5 月 26 日（日）、
山梨県富士北麓公園体育館で行われ、上野原中学校から出場し
た空手部が、男子団体組手と女子団体組手の種目でみごと優勝
を果たしました。おめでとうございます。

インターハイ出場を決めた和智
輝さん

江口市長に優勝を報告する上野原中学校空
手部のみなさん

子どもたちといっしょに学び、いっしょに成長する

学研教室の先生になりませんか？

学研教室は、子どもたちが、自ら問題を解決する知恵と行動力を身につけ、
社会の中で、たくましく生きていく力を育てていきます。どんな子ども
たちも一生懸命な姿と「わかった」時の笑顔はかけがえのないもの。
学研教室の先生は、子どもたちといっしょに成長できていると感じる
ことができるお仕事です。

あなたの輝く毎日が
始まります !!

先生募集のご案内
● 学研のオリジナル教材で、幼児・小学生へ

算数・国語（英語）の個別指導をしてい
ただきます。

● ご自宅（貸し会場）で週２回から、午後 3
時〜 6 時位のお仕事です。

● 短大卒業程度の学力をお持ちの女性（25
歳〜 50 歳くらいまで）を求めています。

● 開設の際には、認可料 52,500 円が必要
です。

学研教室 甲府事務局
　 0120-889-100
携帯からは　055-237-5581
平日 9：00 〜 17：00
http://www.114154.com

有料広告
お肌つるつる
美人の湯で
す。腰痛、神
経痛によく効
くよ

◆広報うえのはら・あきやま縮刷版とは
　過去の広報うえのはら・あきやまをコンパクトにまと

めたものです。過去の広報誌を見ると、昔の自分自信
の写真が見れたり、新たな発見があったりと意外と面
白いものです。ぜひ、一家に１セット購入しませんか？　
詳しくは、お問い合わせください。

◇広報うえのはら縮刷版　２巻 1 セット　7,000 円
◇広報あきやま縮刷版　1 冊　5,000 円
●お問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

広報うえのはら・あきやま縮刷版販売中

輝け !!

　
　上野原町・秋山村の歴史が詰まった町誌・村誌を購

入しませんか。
　購入を希望される方は、お問い合わせください。
◇上野原町誌　3 冊 1 セット　10,000 円
◇秋山村誌　1 冊　10,000 円
●お問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

上野原町誌・秋山村誌販売中
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《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。
掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。　企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

The Face of      　　
　　Uenohara  #11

リンデン
 だより
上野原市立図書館
　  ☎63-5241

上野原地区	 奈良  伊
いおり

織くん（2歳 2か月）

	 哲也さん幸代さんの長男　
　　　　　“元気でたくましく育ってね。”

巌地区	 石田　祥
しょうま

万くん（3歳 11か月）
	 　　　和

わ か な

香菜ちゃん（1歳 0か月）

	 信和さん満知子さんの長男・長女
“きょうだい仲良くいっぱい遊んで、元気に育ってね”

みなさんの喜びのために

瀧
た き も り

森　巖
いわお

さん（西原地区）

図書館イベント情報
子ども映画館 おはなし会 リンデンドーム

朗読館 親子文芸講座 映画鑑賞会

タイトル名 「バンビ」 「おおきさくらべ」 「センセイの鞄」 『押し花教室』 『おくりびと』

開催日 7 月 13 日（土） 7 月 20 日（土） 7 月 21 日（日） 7 月 27 日（土） 7 月 28 日（日）

時　間 午前10時〜11時10分
午後 2 時〜 3 時 10 分 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 午後 2 時〜 4 時 15 分

協　力 − たんぽぽ会 上野原朗読の会 ー

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いて
いる人を紹介するコーナーです。

問い合わせ　

総 務 課 行 政 防 災 担 当（ ☎

62-3117）（上野原市男女

共同参画推進委員会）
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